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平出神社 

 利根沼田地方には、武尊宮と 

諏訪宮がいっしょに祀られてい 

る神社が多くあります。 

平出神社も正眼寺の裏山にあ 

った武尊神社を諏訪神社のあっ 

た所に合祀し平出神社となり、武尊宮と諏訪宮がいっしょに

祀られています。 

 武尊宮を移転した時、万治２年（１６５９）の五重の庚申

塔と正徳元年（１７１１）の歓喜天の石宮も平出神社に移転

されたといわれています。 

 平出神社には、群馬絹遺産に登録されている「蚕影山宮」

の石宮も祀られています。 

道標道祖神 

 会津街道の起点は、本町通りと坊新田町、お馬出し通り

の交差点で、国道１２０号と重なり東に向かい、土橋の信号

から横塚町へとつづき、白沢町で川場村へとつづく道と上古     

            語父、高平へとつづく道に分かれ

ます。 

             上古語父の街道沿いには、享保

１４年（１７２９）に建立された、

東会津・西月夜野と記されている

道標道祖神があります。 
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り
、
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得
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の
介
護
サ
ー
ビ
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利
用
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の
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負
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が
、
２
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か
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に
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、
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上
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あ
り
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す
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介
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２
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介
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に
つ
な
が
り
か
ね
ず
、
毎
年
の
よ
う
に
お
こ
な
わ
れ
る
負
担
の
増
大
は
、
国
民
か
ら
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護
や
医
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だ
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で
、
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会
保
障
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に
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た
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治
の
実
現
が
急
が
れ
ま
す
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 第３８回平和のための戦争展が７日から９日までの３日間、利根中央病

院のきらめきホールで開かれました。 

                平和のための戦争展では、村瀬守保写

真、利根沼田の中国人強制連行資料、広

島・長崎の原爆パネル、「無言館」収蔵作

品の展示などがおこなわれました。 

                ７日には、利根沼田の戦没者（名簿）

への献花がおこなわれました。 

          ７月の臨時町議会で不信任決議案が可決されたみな

かみ町の前田町長は６日、町議会を解散しました。 

          今回の議会解散は、町長と議会の政策的対立などで

はなく、町長のセクハラ問題が原因で町議会には何の

問題はなく、自己保身のための大義なき解散です。 

          町長は、説明を求める声に「ブログを見てほしい」

というだけで、具体的な説明をおこなわず説明責任を

果たしてきませんでした。 

日本共産党の星野前議員は、７月の臨時町議会に提

案された不信任決議案の賛同者となり、町長の辞職を求めました。 

 日本共産党は、町民のくらしを支えるあたりまえの町政実現に、星野か

ずひさ（写真）前議員の議席確保をめざし全力でがんばります。 

 

 

 

 

 

 

 

          

 熱中症が心配されオープニングパレードが中止となる

など、酷暑のなかで開かれた今年の沼田まつりには、３

日間で２３万人の人出となりました。 

 天狗みこしの渡御は、３日と５日とも２基の天狗みこ

しが練り歩き、旅行者たちを驚かせていました。 

 ５日の夜には、須賀神社神輿と榛名神社神輿の競演（写

真）がおこなわれ、多くの人を熱気につつみこみました。 

 ２２日（水）午後７時から群馬テレビで、沼田まつり

が放映されます。（再放送は９月２日（日）１２時から） 


